
慶應義塾大学
「医学・医療への一歩 努力は天命さえも変える」プログラム

国立研究開発法人科学技術振興機構協定事業 グローバルサイエンスキャンパス

令和4年度 業務成果報告書

2022年6月～2023年3月



本報告書は、国立研究開発法人科学技術振興
機構との実施協定に基づき、慶應義塾大学が実
施した令和4年度グローバルサイエンスキャンパ
ス「医学・医療への一歩 努力は天命さえも変える
」の成果を取りまとめたものです。



科学知識リテラシー

科学的理解 社会的理解

現状および歴史的経緯の認識

科学的討議及び社会的討議

意思決定
（政策決定）

（抽象化）

課題への社会的アプローチ

課題解決のための社会的探求

課題への科学的アプローチ

課題解決のための科学的探究

社会的課題

サイエンスライ
ターの養成

大学・研究
機関等の
情報発信

理数的思考
を取り入れた
社会の成熟

「医学・医療への一歩 努力は天命さえも変える」事業の目的

水平的展開：
地域の拡大

垂直的展開：
小中学校への伸長



慶應義塾大学鶴岡キャンパス

東京薬科大学

慶應義塾大学日吉キャンパス
熊本大学

重点地域と事業拠点
（受講生の募集は国内外と問わない）

事業の重点地域と事業拠点

連携機関とは協定を結び、重点
地域（左図黄色）の全ての教育委
員会、教育庁等と連携関係を結
んだ。

課題としては、本年度に、鹿児島
県の離島の高校生を本事業に招
聘する予定であった。これには鹿
児島県教育委員会も強く協力して
下さったが、残念ながら応募者が
皆無であった。来年度は当該教
育委員会と現地に足を運んでの
勧誘を進める予定である。



評価委員会

外部評価委員会
教育学および医学・理工学分野
 の ４名以上で構成
内部評価委員会
慶應義塾教員4名以上で構成

実施責任者：塾長

事業担当理事：常任理事

医学部、理工学部、薬学部 など

事務実施：日吉学術研究支援課

サテライト

教育委員会
慶應義塾大学

神奈川県教育委員会
東京都教育委員会
山形県教育委員会
熊本県教育委員会 など
国立高校、私立高校など

福岡女子大学
教授

ＯＢ・ＯＧ組織
未来の科学者養成講座
次世代科学育成プログラム
グローバルサイエンスキャンパス事業
慶應義塾大学ジュニアドクター事業
（Keio Wizard）

獣医学教育分野

実施主担当者：医学部教授

海外研修連帯

連携

生徒・教諭募
集、成果還

元

連帯

TA, 指導等

カロリンスカ医科大学
スウェーデン若手研究者連盟
スウェーデンVåra orter学園G
オーストリア勤労青年連盟
イスラエルScience Oriented Youth
その他、アジアの大学等

評価・助言

外部協力者（研究実施協力・支援・評価等）

北里大学
教授

特任専任講師

横浜薬科大学
教授

事業実施体制

物理・化学教育分野 アジアとの連携分野

九州大学
教授

女性の活躍分野

IT・AI活用協力：企業等

新聞社・フリーサイエンスライター
（統括：元新聞記者）出版社サイエンスライ

ター育成

山形県

鶴岡キャンパ
ス

南九州
熊本大学

甲信越

東京薬科大
学

企業等による協力

医薬品メーカー、食品メーカー、家電
メーカー、機械メーカー等

財団法人、NPO
法人等

公衆衛生・国際協力
WHO元医官企画協力・指導



SSH現指定校 SSH旧指定校

国際バカロレア認定校 ケンブリッジ国際認定校

教諭 生徒

外国人学校（インター
ナショナル・スクール/
民族学校など）

説明会の開催等を
通じた積極的な勧誘

選抜者の進路指導理系海外大学
進学コース 

教育委員会・直接勧
誘等を通じた参加

重点地域・全
国教諭

講演会・個人
研究共同指導

SSH指定校・国際バカロレア認定校の教諭・生徒向プログラム

本年度は、国際バカロレア認定校を中心に募集活動を活性化させた。その結果、国際バカロレアコース
の受講生が多数応募して下さった。次年度は、国際バカロレア認定校に加えて、SSH指定校（旧及び現）
への募集活動をさらに活発化させる。



国際学会・論文発表 各種オリンピック参加 新聞発表

教員による評価 学習評価システムによる評価

教育講演 研究基礎技術修得プログラム
研究室訪問 研究者交流 海外高校生交流

熊本県教育委員会、山形県教育委員会等

全国の高校生

SSH事業校、旧事業参加校、コンタクト校：約800校

OB/OG組織・小中学生活動既受講生

SSH実施校教諭向講演会・資料提供
アーカイブ化e-learning
一般高校生への教材提供

書類・面接選考

社会還元
国際バカロレア認定校、SSH実施校へのシステム提供
最終選抜高校生による全国高校生への教育 など

研究室配属個人研究実施・海外大学研修（カロリンスカ医科大学）・海外研究者指導

研究実施・各種オリンピック班 12名

最終選抜高校生 15名 男女比 1:1

サイエンスライター班 3名

選抜高校生 40名
関東・東海・東北：30名 それ以外国内：5名 海外籍：5名 ※男女比 1:1

前年度からの継続約2名

＜応募者100名目標＞

＜TOEIC/TOFL/英検の結果提出＞

医学系・理工学系
等の学会との協働

英語論文講読会
サイエンスカフェ

事業進行概要

応募人数に関しては、目標
100名に対して、113名の応
募があった。また、国際バカ
ロレア認定校からの応募や
重点地域からの新規応募が
達成された。一方で、事業初
年度ということもあり、募集開
始が2022年6月であり募集活
動は難渋した。来年度は、
SSH実施校や海外校へのア
プローチを早期に行うことに
よって、目標を上回る応募を
企図する。

また、海外研究派遣（2023年
3月；カロリンスカ医科大学等
）はCOVID-19対策を整えな
がら実施したが、来年度はス
ウェーデンと共に、イスラエ
ルでの研究研修を実施する
予定である。



有為な高校生に対する
医学・医療教育プログラム

事業参加した大学
事業参加した若手研究

者・大学院生

他大学・研究機関・教育委員会等

就職・共同事業等協力事業・共同教育等

海外学会・シンポジウ
ムでの発表 Web公開 報告書の頒布 講演会開催

他大学・研究機関・教育委員会等

一般国民への周知・理解 OB・OG組織

海外研究機関・大学
海外高等学校

国際的発信

スウェーデン、オーストリ
ア等NPO法人、公益認定
財団法人等の協力

成果の公開及びその波及

事業の成果に関しては、web
公開、講演会等を通じて、公
開して来た。本年度活動に
おいても年度末報告書の作
成及び海外高校教諭とのミ
ーティング（スウェーデン；
2023年2月1日）等を介して
成果を公開した。

特に、本年度は連携機関（
熊本大学及び東京薬科大学
）並びに各都道府県の教育
委員会、教育庁との統括会
議（2023年3月）を通じて、効
果の波及を行った。
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